
　
１
月
12
日
、
36
名
の
新
成
人
が

学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ

た
晴
れ
の
舞
台
に
臨
み
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
成
人
の
晴
れ
姿

を
感
慨
深
げ
に
見
守
る
保
護
者
や

関
係
者
が
出
席
す
る
中
、
木
幡
町

長
か
ら
新
成
人
に
向
け
た
激
励
の

式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
辻
町

議
会
議
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が

添
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
米

代
花
恋
さ
ん
が
記
念
品
目
録
を
受

け
取
り
、
謝
辞
で
は
川
村
界
斗
さ

ん
が
「
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
責
任
あ
る
社
会
人
と
し
て
歩
ん

で
い
く
決
意
を
こ
こ
に
誓
い
ま

す
。」
と
、
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
全
員
で
記
念
撮
影
の
後
、
場
所

を
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
、
実

行
委
員
会
主
催
の
祝
賀
会
が
行
わ

れ
、
来
賓
の
方
々
か
ら
暖
か
い
お

祝
い
の
言
葉
を
頂
戴
し
、
仲
間
と

酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
っ
て
い
ま

し
た
。

　
今
ま
で
私
た
ち
を
育
て
て
く
だ
さ
っ
た

両
親
を
始
め
、
共
に
学
生
時
代
を
過
ご
し

て
く
れ
た
友
人
の
お
陰
で
、
私
た
ち
は
無
事

に
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
社
会
人
と
な
り
、
よ
り
多
く
の
事
を
学

び
自
分
が
ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
が
あ
る
こ

と
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。
人
生
の
節
目
を

迎
え
こ
れ
か
ら
も
成
長
し
て
い
く
私
た
ち

を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
作
っ
て
い
た
だ

き
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
本
日
は

誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
本
日
は
、
成
人
を
迎
え
た
私
た
ち
の
門

出
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
典
を

催
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
お
祝
い
の
為
に
か
け

つ
け
て
頂
い
た
来
賓
の
皆
さ
ま
、
家
族
の

方
々
に
、心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
二
十
歳
を
迎
え
た
ば
か
り
で

社
会
人
と
し
て
は
、ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
。

社
会
に
出
て
働
い
て
い
る
人
、
学
生
と
し

て
勉
強
中
の
人
、
ま
だ
将
来
の
道
を
迷
っ

て
い
る
人
様
々
で
す
。

　
し
か
し
、
成
人
を
迎
え
た
今
、
大
人
と

し
て
の
自
覚
、
責
任
感
を
持
ち
、
誰
か
ら

も
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
人
を
目
指
し

て
、
励
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両

親
、
地
域
の
方
々
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

人
生
節
目
の
誓
い
を
胸
に

祝
長
万
部
町

　
　
成
人
式

令
和
２
年

は
た
ち
の
声

は
た
ち
の
声

下
村
友
佳
子
さ
ん

山
本　

英
斗
さ
ん

2

北海道日本ハムファイターズ斉藤選手、
石川選手からのメッセージVTRを上映 記念品目録を受け取る米代花恋さん 謝辞を述べる川村界斗さん



５
１

６
１

　
来
賓
、
消
防
関
係
者
観
閲

の
下
、
各
分
団
人
員
報
告
、

閲
団
点
検
、
分
列
行
進
が
厳

粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
堂
に
て
表
彰
伝
達
式
が
行

わ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
消
防

活
動
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

団
員
ら
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
新
年
を
祝
い
、
交
流
を
深
め
る
「
新
年

交
礼
会
」
が
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
、
約
１
３
０

名
の
方
々
の
参
加
を
賜
り
ま
し
た
。

　
功
労
者
表
彰
式
が
新
年
交
礼
会
の
冒
頭
に
行
わ
れ
、
７
名

の
受
賞
者
の
内
、
出
席
の
５
名
に
木
幡
町
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
者
を
代
表
し
守
田
則
雄
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
参

加
さ
れ
た
多
く
の
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

敬
称
略
　
※（
　
）内
は
所
属
分
団
略
称

《
北
海
道
知
事
表
彰
》

▼
30
年
永
年
勤
労
章

・
小
國
　
和
利（
団
本

）・
中
目
　
　
博（
長
）

・
橋
本
　
克
己（
中
）・
髙
井
　
優
一（
長
）

▼
20
年
勤
労
章

・
髙
森
　
功
治（
団
本

）・
三
浦
　
祐
真（
長
）

・
大
山
　
　
孝（
中
）　

《
長
万
部
町
表
彰
》

▼
勤
続
25
年

・
児
玉
　
康
範（
長
）・
神
野
　
美
徳（
長
）

・
吉
野
　
　
孝（
長
）・
高
野
　
　
学（
長
）

《
日
本
消
防
協
会
表
彰
》

▼
30
年
勤
続
章

・
小
國
　
和
利（
団
本

）・
七
尾
千
代
志（
長
）

・
中
目
　
　
博（
長
）・
橋
本
　
克
己（
中
）

・
髙
井
　
優
一（
長
）

《
北
海
道
消
防
協
会
表
彰
》

▼
功
　
績
　
章
　

・
小
山
　
清
治（
国
）

▼
特
別
功
績
章

・
司
馬
　
哲
也（
長
）

▼
永
年
勤
続
章
30
年

・
小
國
　
和
利（
団
本

）・
中
目
　
　
博（
長
）

・
橋
本
　
克
己（
中
）・
髙
井
　
優
一（
長
）

・
黒
瀧
　
健
一（
長
）・
中
田
　
義
之（
本
部

）

▼
永
年
勤
続
章
20
年

・
髙
森
　
功
治（
団
本

）・
三
浦
　
祐
真（
長
）

▼
永
年
勤
続
章
10
年

・
鈴
木
　
貴
弘（
長
）・
黒
沢
　
典
寛（
国
）

・
西
野
　
雅
晴（
長
）・
小
形
　
将
太（
長
）

・
小
形
　
浩
平（
長
）・
團
　
　
雄
二（
国
）

・
小
山
　
和
大（
国
）・
三
上
　
勇
樹（
本
部

）

《
北
海
道
消
防
協
会
渡
島
地
方
支
部
長
表
彰
》

・
髙
井
　
優
一（
長
）・
田
中
　
敏
弘（
国
）

◇
防
災
会
議
委
員
、国
民
保
護
協
議
会
委
員
、

　
　
　
安
全
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員
功
労

　
守
　
田
　
則
　
雄
　
さ
ん

◇
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
功
労

　
呉
　
　
　
敏
　
弘
　
さ
ん

　
小
　
西
　
ま
り
子
　
さ
ん

◇
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員
功
労

　
上
　
川
　
英
　
兒
　
さ
ん

◇
渡
島
北
部
介
護
認
定
審
査
委
員
会
委
員
功
労

　
吉
　
田
　
淳
　
子
　
さ
ん

◇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労

　
千
　
代
　
政
　
志
　
さ
ん

◇
文
化
財
調
査
委
員
功
労

　
橋
　
本
　
克
　
男
　
さ
ん

長
万
部
町
消
防
出
初
式

長
万
部
町
新
年
交
礼
会
開
催
・
功
労
者
表
彰

令
和
元
年
度
消
防
表
彰
受
章
者
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